
五
十
六
巻

河
内
名
所
図
会
を
歩
く
⑧
〜
東
高
野
街
道
・
郡
川
西
塚
古
墳
編
〜

　
令
和
３
年
６
月
、
国
の
文
化
審
議

会
に
お
い
て
、
市
内
東
部
の
高
安
山さ

ん

麓ろ
く

に
分
布
す
る
近
畿
地
方
有
数
の
大

型
群
集
墳
の
国
史
跡
高
安
千せ

ん

塚づ
か

古
墳

群
に
郡
川
西
塚
古
墳
と
、
服
部
川
支

群
の
一
部
の
古
墳
の
追
加
指
定
が
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

郡
川
西
塚
古
墳
は
、
６
世
紀
前
半

に
造
ら
れ
た
全
長
約
62
ｍ
の
前
方
後

円
墳
で
す
。
東
高
野
街
道
沿
い
の
西

側
に
あ
り
、
街
道
を
挟
ん
で
東
側
に

は
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
郡
川
東
塚
古
墳

が
あ
り
ま
す
。
郡
川
西
塚
古
墳
の
埋

葬
施
設
は
、
初
期
の
横
穴
式
石
室
で

明
治
期
に
鏡
や
耳
飾
な
ど
の
副
葬
品

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
の

文
化
や
技
術
を
い
ち
早
く
導
入
で
き

た
人
物
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
古
墳
の
築
造
後
、

東
へ
約
１
㎞
離
れ
た
場
所
に
、
横
穴

式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
高
安
千

塚
古
墳
群
の
築
造
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
『
河
内
名
所
図
会
』

の
法
蔵
寺
の
挿
絵
に
は
、
境
内
に
あ

る
７
基
の
古
墳
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
法
蔵
寺
か
ら
西
に
下
っ

た
東
高
野
街
道
沿
い
に
塚
状
の
も
の

が
描
か
れ
て
お
り
、
位
置
関
係
か
ら

郡
川
東
塚
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

郡
川
西
塚
古
墳
は
挿
絵
の
外
で
描
か

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
東
高
野
街
道
を

旅
す
る
人
々
に
と
っ
て
街
道
を
挟
ん

で
並
ぶ
２
基
の
前
方
後
円
墳
は
目
印

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

追
加
指
定
の
答
申
を
受
け
、
高
安

千
塚
古
墳
群
と
郡
川
西
塚
古
墳
に
つ

い
て
、
今
後
一
体
的
な
保
存
・
活
用

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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５ ▲図会に描かれた法蔵寺の挿絵


